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カーボンハーフスタイル推進資料　指導資料
　カーボンハーフスタイル推進資料は、温室効果ガスの排出を実質ゼロにするという世界共通のゴールに向けて、自然環
境や地域、地球規模の諸課題等の環境保全に関する具体的な内容を示し、児童・生徒に、環境に対する豊かな感受性や
探究心、環境に関する思考力や判断力、環境に働き掛ける実践力など、持続可能な社会を構築していくための資質・能力
の育成を図ることを目的に作成した教材です。
　本指導資料では、カーボンハーフスタイル推進資料の授業での活用例を紹介します。

未来の地球のために、自分でできることを考え、実践しよう　〜カーボンハーフ〜

革新的技術の開発 〜脱炭素社会の実現へ〜
カーボンハーフスタイル

推進資料の活用例

表題

ねらい

本教材で扱う
主な内容

主な活動内容

・脱炭素社会を実現するためには、革新的な技術の開発が必要であり、様々な分野で研究や開発が進められていることを理解する。
・浮体式洋上風力発電の仕組みと形式を理解し、その特性と課題を考える。
・全固体電池の利点を知り、全固体電池の普及が省エネルギー化につながることを理解する。
・人工光合成の原理について、植物の光合成と比較することを通して理解する。
・カーボンリサイクルがどのような技術であるか理解する。
・革新的技術の開発を進めるために、社会全体でどのように取り組んでいけばよいのか考える。

脱炭素社会の実現につながる新しい技術、浮体式洋上風力発電、全固体電池、人工光合成、カーボンリサイクル

主な活動内容 指導の要点 ◆推進資料との関連 ■関連リンク

①

②

③

推進資料❶を見て、脱炭素社会の実現に
つながる新しい技術には、どのようなも
のがあるのか知る。

推進資料❷を見て、浮体式洋上風力発電
の仕組みや利点、課題等について考える。

脱炭素社会の実現につながる新しい技術の
例を示し、新しい技術が二酸化炭素を出さ 
ない、排出を減らす、再利用するという三
つの観点で分類できることを説明する。

浮体式洋上風力発電の仕組みと形式について説明する。
浮体式洋上風力発電の現状について、日本と諸外国とを
比較して調べ、課題について考えるよう声掛けをする。

全固体電池の原理と利点について説明する。
全固体電池の普及によって、どのようなことが
期待されているのか考えるよう声掛けをする。

人工光合成の原理について、植物の光合
成と対比して説明する。

カーボンリサイクルセメント製造技術を例
に、カーボンリサイクルについて説明する。

革新的技術の開発には、どのような課題
があるのか、解決策も含めて考えるよう
声掛けする。

◆掲示用教材❶

◆掲示用教材❸

◆掲示用教材❹

◆掲示用教材❷
　ワークシート①

◆掲示用教材❻
　ワークシート②

■ NEDO
　 NEDO グリーンイノベーション基金

◆掲示用教材❼
　ワークシート③

※東京都環境教育ポータルで、カーボンハーフスタイル推進資料 1号から 10 号の教材、
　指導資料、ワークシート等を公開しています。

❶

❷

❸

❹

❺

❻ ❼

◆掲示用教材❺
■資源エネルギー庁
　「カーボンリサイクル」でCO2を資源に

○

○

推進資料❸を見て、全固体電池の原理と
利点について理解する。

○

推進資料❹を見て、人工光合成の概念と
原理について理解する。

○

推進資料❺を見て、カーボンリサイクル
の原理について理解する。

○

推進資料❻を見て、脱炭素社会の実現のた
めにどのような技術が必要か、普及のため
にどのような課題があるのか話し合う。

推進資料❼を見て、脱炭素社会の実現に
つながる革新的技術の開発を支援する仕
組みにどのようなものがあるか調べる。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

https://green-innovation.nedo.go.jp/
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/carbon_recycling.html

